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者版ともいわれている (三木 。桜井 1998)。 教師







感は,①効力予期 (ettcacy expectancy;あ る
結果を生み出すために必要な行動をどの程度 うま
く行 うことが出来るのかという予期)と ②結果予
期 (outcome expectancy:あ る行動がどのよう
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向上の一助になると考えられる。 ・        Eduこ atiOn AND Care AND me corltetts
そこで,本研究では,保育能力の向上への示唆  of childcare」 では 9件であつた。
を得ることねらいとして,保育内容に関する保育   上記より,国内外の研究論文を lCiNii」 「ERICi
者効力感についての国内外の研究論文を整理し,  を用いて検索した結果,19件が1'由 出された。
今後の研究課題を明らかにすることを日白勺とした。′  それ ら19件 に対 し, 上記の0～ 0の選定基準
研究論文の収集において,国内文献の検索には  に従い,さ らに分析対象 (文献)の選定を試みた。
「CiNii」 (NII学術 1青 報ナビゲータ[サ イエイ])を  19件のうち,重複 している文献2件,書評 1件 ,
用い,こ のときの検索キーワー ドは 「保育者効力  特別支援教育に関する研究論文1件 (Chung,et
感 AND保 育内容」 とした。海外文献の検索に  al.2003),保 育者効力感研究の現状 と課題に関
は 「ERIC」 (Education Resources lnformation する研究論文 1件 (岩崎2009),カ ソフォルニア
Center)を 用い, このときの検索キーワー ドは  州における現任研修,及び保育者への奨励金 (CRI)
「preschool teacher′ s sense of efficacy AND  プログラムに関する研究論文 1件 (Bridges,ct al.
Early Child一 hood Education AND CaFe   2011),保育者 の職務満足タバー ンア ウ ト,ス ト
AND the contents of childcare」 とし,「Peer   レス :こ 関す る研究言含文 1イ牛 (Dagli,ct al.2012)タ
re宙ewed only」 との検索対象指定を行 った。   意思決定に対す る未就学児及び就学児童の関与 :こ
上記のデータベースにおいて抽出された文献は,  関する研究論文 1件 (Hudson 2912),オ ニス ト
以下の①～⑥の選定基準に従い,対象文献を選定  ラリアにおける幼児の精神的健康に関する研究論
した。その選定基準は,①重複 している文献は肖11  文 2件 (Askell― Williams,et aL 2013;Askell―
除すること,②出典不明の文献は削除すること,  Williams,et ale 2016),保育者による科学教育
③入手困難な文献は肖」除すること,④書評は除く  に関する研究論文1件 (01gan 2015),コ ンピュー
こと,⑤保育者 と保育専攻の学生を研究対象とし  ター支援学習システムの利用 !こ 関する研究論文 1
ていること,⑥保育内容に関する保育者効力感に  件 (McManis,et ah 2016),教 職実践演習にお
ついて検討 していること,である。        |す る主体的な学びの効果に関する研究論文 1件
以上の基準で選定した研究論文に対し,「対象」 (横田ほか 2018)を 除いた。その結果,保育内
「方法」「概要」に着目して整理 した。       容に関する保育者効力感について検討 している研
なお,倫理的配慮 として,「 日本社会福祉学会  究論文として,6件を分析対象とした (図 1)。
研究倫理指針 第2 指針内容 A 引用」に基   上記の6件の研究論文の対象に関する内訳は,
づき,先行業績の検討に際しては,現著者名・文  重複しているものもあるが,保育者を対象とした文
献・出版社・出版年・引用箇所を明示し, 自説 と  献が3件 (西 山2006;京林・中村 ,佐藤 。申野・
他説との峻別を行った。             池田・新山 0樟本2017;市河 。新戸・三浦 。三宅
2018),学生を対象とした文献が5件 (西山2006;
Ⅱ。本論                   小川内2014;笠原・吉川・山峙2018:市河・新
Ⅱ-1。 分析に用いた研究論文の概要        戸・三浦・三宅2018;鹿島 2018)であった。
国内の研究論文の検索には 「CiN五 」を用い,   また,方法に関する内訳は,実践研究が 1件
次のキーワー ドで検索を実施 した。その検索結果  (鹿島 2018),質問紙調査が 5件 (西 山2006;小
は,「保育者効力感 AND保 育内容」では10件  川内2014;京林・中村・佐藤・中野・池田・新
であった。海外の研究論文の検索には 「ERIC」  山 0樟本2017;笠原・吉川・山l商2018;市河・
を用いた。検索結果は,「 preschool teacher′ s 新戸・三浦・三宅2018)であった。
sense of efficacy AND Early Child― hood   分析対象とした 6件の研究論文において,西山
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内容の研究 (人間関係 )」 の授業に,年齢に応 じ
た遊び案を作成 し実践してみるという実践の回を
設け,その効果を検討 している (表 1)。
検肇 :さ れた研究論文 11=1滲
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■=l
i曇 コン′ピューーター支援学習システム命求:」罵 :こ 闇ケ碁華究講賞 :鍼せHa■ i3)ゃ t alx Ё016)
:1=豊
■ 棒澪:支援教育 :二 関ヤみ研究識文 iCR■轟鍼 こ1.2縫 5' II=l
121 保育彗識力感帯究I)愛摯と議題 :二 爾する肇究論文 :書崎20締 ) ■==l
(3 カリフォルニア ::|:こ お :す る愛任華修、及び保育者―曇機動金 (織Iiプ =」 ダテム:こ 種す
暴華 究 議 文 (思 ridE摯さ絆 奪 逮1シ 言011) 〕l=l
二i 繰育者の職務織足、バーンアウ :ヽ 、 :ス トレス:■ 聞す轟研究論文 (拠gli‖ t al,Ё {〕 減:
it'==l
i3 オー‐ストテl::ア :こ お|す る曇死
`ア
i)1轄持的鐘蒙:こ 雪する研究論文 (A去き11-Willianls,et ttl,
2(:)13:Ask肇 11-Wi l l i alins,et al=2011:〕 ,  ■=2








保育彗 :覧 ひ保育専攻:ル学生を研究対象 をL■Iい る春子究論文 l″l=14
:暴育t奪 :二 爾すを,繰育者離寺感 :こ ‐1共 てヽ検討 L‐ご1′1心研究論文 11=6
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表 1 保育内容に関する保育者効力感について検討 している研究論文

















































































に領域 「健康_liこ お |す る保育者効力感に
ついて,検討 した。









これ まで座学で保育エ ピソー ドを読み十
議論するとい う形式で行ってきた 「保育
内容の研究 (人 間関係 )」 分授業 !こ ,年















文献が 3件 (西 山2006;京 林 。中村・佐藤・中
野・池田 。新山・樟本2017;市河・新戸・三浦 。











収集 した研 究論文において,定 |｀生的研究 1件
(鹿 島2018),定量的研究5件 (西 曲2006;小川
内2014;京林 。中村・佐藤 。中野・池田 。新山・
樟本2017;笠原・吉川 。離_1時2018;市河 。新戸 。













力感の研究論文 1件 (小川内2014)で あった
(表 2)。
三宅2918),領 域 「人間関係」に関する保育者効
力感の研究論文4件 (西 彙12006:京林 。中村・佐
藤 。中野・池田・新山 e樟本2G17:笠原・吉川 0
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効力感について定量白も研究が行われてきた (西 山
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In this study,I take up both dornestic and foreign papers on the preschool and nursery
teacl■ers' efficacy, and intended to grasp trends and isstles of studie/s on thenil, especially
fOcusing On the cOntents Of childcare.蔦 veb search(:3s u,`rere conciucted using 2 clatabases,
“Ci卜Jii'' anci ``ERIC".Finally,I paid attention to qualitative research and quantitatiVe research
Of the six papers on preschool and nursery te´ acllers' efficacy, and exaIIlined lvl■ ethel「 the
cOntents Of childcare Lver(〕 referreci to or ilote/毎 s a result,I could find qllalitative research alld
quantitatiVe researCh On preSChOOl al~ld ntlrSeFy teaCherS' effiCaCy abOllt the eaCh area Of
child's developI‐ nente But l cotlld not find qllalitatiVe reSeaFCh and cual‐ ltitatiVe reSearCh On
preschOOl and ntlrsery teachel‐ s夕 efficacy about the five areas of child's developrnerlt.′「
he
above result suggests that l need to sttidy the lЭ reschool and nurselly teachers' efficacy ab(Dl」 t
the five areas of child's cleveloprYlente
lKley 、vlords :contents of childcare, preschool and nursery teachers' efficacy, qualitative
research,quantitative research
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